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様

一
九
九
四
年
の
復
活
第

一
回
東
京
同
窓
会
か
ら
ご
出
席
な
さ

れ
、
小
学
校
唱
歌
の
合
唱
の
ピ
ア
ノ
伴
奏
を
お
願
い
し
た
の
が

始
ま
り
で
、
翌
々
年
合
唱
隊
が
出
来
て
か
ら
も
担
当
を
続
け
て

下
さ
い
ま
し
た
。

千
二
校
・
大
手
前
高
女
時
代
か
ら
伊
達
し
づ
先
生
の
高
弟
で
、

神
戸
女
学
院
専
門
部
ピ
ア
ノ
科
に
学
ば
れ
音
楽
教
育
に
も
熱
心

な
お
方
で
し
た
。
今
日
ま
で
懇
親
会
の
合
唱
が
続
い
て
い
る
の

も
初
期
に
お
け
る
宍
戸
様
の
ご
功
績
に
よ
る
も
の
で
す
。

二
O

O
五
年
ご
出
席
後
は
ご
病
気
が
ち
で
治
療
生
活
を
な
さ
れ
て
お

ら
れ
ま
し
た
。

会
員
よ
り
の
宍
戸
様
追
悼
文

本
当
に
よ
く
心
を
こ
め
た
伴
奏
を
勤
め
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
合
唱
隊

一
同
で
心
か
ら
の
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
し
ょ
う
。

御
霊
天
国
で
や
す
か
れ
と
祈
り
あ
げ
ま
す
。
打
友
野
信
善

宍
戸
様
に
は
コ
ー
ラ
ス
の
伴
奏
で
色
々
と
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
お
近
く
で
お
人
柄
に
も
触
れ
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

し
た
の
で
、
大
変
に
残
念
に
存
じ
ま
す
。
千
里
山
会
を
立
ち
上

総
会
で
は
忘
れ
ず
話
を
し
て
頂
き
嬉
し
い
こ
と
で
し
た
。
(
昔

一
緒
に
走
っ
た
事
も
あ
り
ま
し
た
)
。
打
宮
中
博

十
四
回
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博
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会
誌
十

一
号
巻
頭
文
に
、
昭
和
四
五
年
十
月
間
中
様
名
で
千

里
山
会
の
原
点
に
な
っ
た
東
京
同
窓
会
の
趣
意
書
と
案
内
文
が

載
っ
て
お
り
、
そ
の
時
の
旗
揚
げ
の
模
様
が
推
察
で
き
ま
す
。

ま
た

一
九
九
五
年
の
復
活
第
二
回
の
同
窓
会
は
、
当
時
京
樽

の
オ
ー
ナ
ー
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
自
社
の
座
敷
の
提
供
に
よ
り

行
わ
れ
、
こ
れ
が
拡
大
総
会
と
な
っ
て
本
会
の
基
礎
づ
く
り
に

多
大
の
貢
献
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

千
二
校
時
代
は
、
当
時
剣
道
が
義
務
教
育
化
さ
れ
た
時
代
で
、

昭
和
十
七
年
の
桜
井
で
の
小
学
校
対
抗
府
下
剣
道
大
会
で
主
力

メ
ン
バ
ー
と
し
て
千
二
校
に
団
体
優
勝
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

十
年
前
か
ら
ご
療
養
生
活
を
続
け
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

十
四
回
生
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内
(
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市
子
様

一
九
七

一
年
の
「
千
二
校
同
窓
生
の
集
い
」
に
ご
出
席
、
そ
の

後

一
九
九
四
年
の
復
活
第

一
回
の
東
京
同
窓
会
か
ら
二
O
O
四

年
の
千
里
山
会
総
会
ま
で
熱
心
に
参
加
さ
れ
た
草
創
期
か
ら
の

会
員
で
し
た
。

げ
て
く
だ
さ
っ
た
先
輩
方
を
失
う
度
に
寂
し
さ
を
感
じ
、
同
時

に
千
里
山
会
を
若
い
世
代
に
引
き
継
い
で
行
く
と
い
う
我
々
の

責
任
を
一
層
強
く
感
じ
て
お
り
ま
す
。
同
寺
津
美
代
子

十
三
回
生

達
夫
様

ロ
・
ロ
・
日
没

清
水

一
九
七
一
年
本
会
旗
揚
げ
の
「
千
二
校
同
窓
生
の
集
い
」
か
ら

参
加
さ
れ
、
一
九
九
四
年
に
復
活
し
て
か
ら
も
常
任
幹
事
と
し

て
千
里
山
会
の
発
展
に
尽
く
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
会
誌
に

も
度
々
ご
寄
稿
い
た
だ
き
、
四
号
の
「
ふ
れ
あ
い
て
五
号
の
「
追

想
昭
和
十
年
代
」
は
戦
前
の
千
二
校
を
知
る
の
に
貴
重
な
名

文
で
す
。

二
O
O七
年
総
会
ご
出
席
後
は
健
康
勝
れ
ず
ご
療
養

な
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

千
二
校
時
代
は
体
育
の
万
能
選
手
で
、
昭
和
十
六
年
中
百
舌

の
府
下
小
学
校
対
抗
陸
上
大
会
で
は
、
千
二
校
団
体
優
勝
の
主

力
選
手
と
し
て
リ
レ
!
走
者
と
走
高
眺
で
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

神
戸
工
専
(
現
神
戸
大
学
)
卒
後
富
士
電
機
在
職
中
に
、
初
期

の
新
幹
線
の
重
要
部
品
で
あ
る
変
圧
器
の
設
計
に
参
画
さ
れ
ま

し
た
。
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会
員
よ
り
の
清
水
様
追
悼
文

小
学
校
時
代
、
素
晴
ら
し
い
脚
力
を
見
せ
て
下
さ
り
、

も
頭
に
浮
か
ぶ
ほ
ど
で
す
。

今
で

不
測
の
交
通
事
故
に
遭
わ
れ
て
療
養
生
活
が
続
き
、
ご
出
席

が
途
絶
え
た
の
は
惜
し
ま
れ
ま
す
。

二
十
一
回
生

和
雄
様

日
-
M
W

・
は
、
投

芦
田

引
平
田
坦
さ
ん
に
よ
る
本
誌
追
悼
文
「
芦
田
和
雄
君
を
偲
ぶ
」

を
ご
覧
下
さ
い
。

二
十
八
回
生

岡
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(
立
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)
祐
子
様
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立
木
さ
ん
の
と
こ
ろ
の
双
子
ち
ゃ
ん
を
覚
え
て
い
る
方
は
沢

山
お
ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
、
河
遣
さ
ん
の
日
曜
学
校
へ
行

く
途
中
、
ご
自
宅
の
前
を
通
る
と
全
く
見
分
け
の
付
か
な
い
お

二
人
を
よ
く
見
か
け
ま
し
た
。

岡
林
祐
子
様
は
双
子
の
姉
で
長
ら
く
千
里
山
会
の
会
員
で
し

た
が
、
こ
こ
数
年
体
調
を
崩
さ
れ
総
会
に
出
席
さ
れ
る
こ
と
は

な
く
、
お
会
い
出
来
な
か
っ
た
の
が
悔
や
ま
れ
ま
す
。
編
集
部
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謹
ん
で
六
人
の
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

特
に
追
悼
者
名
を
記
載
し
て
い
る
以
外
は

M
柿
崎
虞
吾
様
に

ご
執
筆
頂
き
ま
し
た
。


